	４
（月）
	福音 (ふくいん)を証 (あか)しする(福音化 (ふくいんか))当為性 (とういせい)

	
	使17章1～9節　パウロは、いつものように人々 (ひとびと)のところに入 (はい)って行 (い)き、三回 (さんかい)の安息日 (あんそくにち)にわたって、聖書 (せいしょ)に基 (もと)づいて彼 (かれ)らと論 (ろん)じ合 (あ)った。そして、「キリストは苦 (くる)しみを受 (う)け、死者 (ししゃ)の中 (なか)からよみがえらなければならなかったのです。私 (わたし)があなたがたに宣 (の)べ伝 (つた)えている、このイエスこそキリストです」と説明 (せつめい)し、また論証 (ろんしょう)した。(2-3)

	
	福音 (ふくいん)を知 (し)っているRemnantは、今 (いま)の答 (こた)えと、これから受 (う)ける答 (こた)えを知 (し)ることができます。そのためには、キリストについてよく知 (し)りましょう。キリストを知 (し)るRemnantが味 (あじ)わうことがあります。

１つ目 (め)、キリストの当然性 (とうぜんせい)です。私 (わたし)たちはサタン、暗闇 (くらやみ)と罪 (つみ)、地獄 (じごく)の背景 (はいけい)の中 (なか)に陥 (おちい)って生 (い)きています。この問題 (もんだい)は、キリストでなければ解決 (かいけつ)できません。この真理 (しんり)は、当然 (とうぜん)、知 (し)る必要 (ひつよう)があることです。２つ目 (め)、キリストの必然性 (ひつぜんせい)です。神様 (かみさま)が私 (わたし)をなぜ呼 (よ)ばれたかを知 (し)りましょう。神様 (かみさま)がなぜ私 (わたし)を、この時 (とき)、ここに、この教会 (きょうかい)に呼 (よ)ばれたかを見 (み)つけましょう。３つ目 (め)、キリストの絶対性 (ぜったいせい)です。神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)目標 (もくひょう)のことを意味 (いみ)します。神様 (かみさま)の驚 (おどろ)くべき計画 (けいかく)を見 (み)つけることが最 (もっと)も重要 (じゅうよう)な答 (こた)えです。４つ目 (め)、問題 (もんだい)があるときも、当然 (とうぜん)、必然 (ひつぜん)、絶対性 (ぜったいせい)を同時 (どうじ)に見 (み)てください。「当然 (とうぜん)来 (く)る問題 (もんだい)が来 (き)たのだな。この時 (とき)のために、私 (わたし)を呼 (よ)ばれたのだな。神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)計画 (けいかく)は何 (なん)だろうか」と考 (かんが)えるのです。５つ目 (め)、当然 (とうぜん)、必然 (ひつぜん)、絶対 (ぜったい)を知 (し)るRemnantならば、現場 (げんば)で福音 (ふくいん)を伝 (つた)えるようになります。すると、現場 (げんば)では思 (おも)いもよらないことが起 (お)こるでしょう。

Remnantはすべての人 (ひと)が当然 (とうぜん)知 (し)る必要 (ひつよう)がある福音 (ふくいん)を伝 (つた)える、当然 (とうぜん)の祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わうように祈 (いの)りましょう。

	
	神様 (かみさま)、福音 (ふくいん)を知 (し)って福音 (ふくいん)を宣 (の)べ伝 (つた)えるRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン





2023.11.07.新しい家族現場働き人訓練1講(E.B.S基礎訓練10課)



	５
（火）
	イエス様 (さま)のビジョン

	
	マタ9章35～38節、28章16～20節、ヘブ11章1～2節　ですから、あなたがたは行 (い)って、あらゆる国 (くに)の人々 (ひとびと)を弟子 (でし)としなさい。父 (ちち)、子 (こ)、聖霊 (せいれい)の名 (な)において彼 (かれ)らにバプテスマを授 (さず)け、わたしがあなたがたに命 (めい)じておいた、すべてのことを守 (まも)るように教 (おし)えなさい。見 (み)よ。わたしは世 (よ)の終 (お)わりまで、いつもあなたがたとともにいます。」(マタ28:19-20)

	
	Remnantは、自分 (じぶん)に起 (お)こるすべてのことを、神様 (かみさま)がみことばの中 (なか)で与 (あた)えてくださった*ビジョンとして見 (み)ることができます。ヨセフは自分 (じぶん)が奴隷 (どれい)として行 (い)ったことをビジョンとして見 (み)ました。ヨセフに起 (お)こったすべてのことがビジョンにつながりました。Remnantも、この答 (こた)えを受 (う)けることができます。

１つ目 (め)、*日常 (にちじょう)の中 (なか)でビジョンが見 (み)えます。ヨセフは日常 (にちじょう)の中 (なか)で、ビジョンがある生活 (せいかつ)を送 (おく)りました。２つ目 (め)、わざわいの中 (なか)で、まことのビジョンが見 (み)えます。イスラエルが最 (もっと)も苦 (くる)しい時 (とき)でした。イエス様 (さま)は、弟子 (でし)に、収穫 (しゅうかく)は多 (おお)いが、働 (はたら)き手 (て)が少 (すく)ないと言 (い)われました。苦 (くる)しみの中 (なか)で、その現場 (げんば)が見 (み)えたのです。３つ目 (め)、事件 (じけん)の中 (なか)でビジョンが見 (み)えます。事件 (じけん)が起 (お)こったとき、悩 (なや)んだり、ほかの道 (みち)を選 (えら)んだりしてはなりません。Remnantは、事件 (じけん)の中 (なか)でビジョンを見 (み)ました。４つ目 (め)、教会 (きょうかい)を通 (とお)してビジョンが見 (み)えます。教会 (きょうかい)で礼拝 (れいはい)をささげるたびに答 (こた)えを見 (み)つけ出 (だ)します。以前 (いぜん)の答 (こた)えとつなげて、見 (み)つけましょう。５つ目 (め)、伝道 (でんどう)、宣教 (せんきょう)を通 (とお)して、ビジョンが見 (み)えます。伝道 (でんどう)と宣教 (せんきょう)の中 (なか)で会 (あ)う弟子 (でし)にミッションをあげることは、とても重要 (じゅうよう)です。小 (ちい)さいことのようですが、ひとりが恵 (めぐ)みを受 (う)ければ、全体 (ぜんたい)が変 (か)わります。

イエス様 (さま)のビジョンとつながるすべてのことをRemnantの生活 (せいかつ)の中 (なか)で見 (み)つけましょう。
*ビジョン：見 (み)える未来 (みらい)の状況 (じょうきょう)を意味 (いみ)します。
*日常 (にちじょう)：毎日 (まいにち)繰 (く)り返 (かえ)される生活 (せいかつ)を意味 (いみ)します。

	
	神様 (かみさま)、私 (わたし)が会 (あ)うすべてのことの中 (なか)でビジョンを見 (み)ますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2023.11.07.新しい家族現場働き人訓練2講(E.B.S基礎訓練11課)



	６
（水）
	伝道 (でんどう)に対 (たい)するイエス様 (さま)の方法 (ほうほう)

	
	マタ4章19節　イエスは彼 (かれ)らに言 (い)われた。「わたしについて来 (き)なさい。人間 (にんげん)をとる漁師 (りょうし)にしてあげよう。」

	
	Remnantは福音 (ふくいん)を理解 (りかい)すれば、すべてが回復 (かいふく)します。そして祈 (いの)りを知 (し)れば、どこにいても生 (い)き残 (のこ)ることができます。特 (とく)に、イエス様 (さま)の伝道 (でんどう)方法 (ほうほう)である「ともに」を知 (し)りましょう。祈 (いの)りを教 (おし)えてくださったイエス様 (さま)は、多 (おお)くの人 (ひと)を癒 (い)やして力 (ちから)を与 (あた)えられました。そして、少数 (しょうすう)を呼 (よ)んで現場 (げんば)に行 (い)って、直接 (ちょくせつ)、伝道 (でんどう)を見 (み)せられることもありました。

１つ目 (め)、マルコ3章 (しょう)13節 (せつ)から15節 (せつ)までの内容 (ないよう)を知 (し)りましょう。イエス様 (さま)は、ともにいるために、ご自分 (じぶん)が望 (のぞ)む者 (もの)たちを、その人々 (ひとびと)の力 (ちから)とは関係 (かんけい)なく呼 (よ)ばれました。そして、その人々 (ひとびと)を遣 (つか)わして宣教 (せんきょう)をさせ、悪霊 (あくれい)を追 (お)い出 (だ)す権威 (けんい)も与 (あた)えられました。２つ目 (め)、復活 (ふっかつ)メッセージを通 (とお)して分 (わ)かることがあります。イエス様 (さま)は天 (てん)と地 (ち)のすべての権威 (けんい)を持 (も)っておられ、御座 (みざ)でともにいると言 (い)われました。ステパノが石 (いし)に打 (う)たれて殉教 (じゅんきょう)するときも、イエス様 (さま)は御座 (みざ)で立 (た)っておられました。立 (た)って応援 (おうえん)されるほど、ステパノを重要 (じゅうよう)に思 (おも)って、ともにおられたということです。３つ目 (め)、今 (いま)も三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)がともにおられることを知 (し)りましょう。三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)は、私 (わたし)たちの重要 (じゅうよう)な旅程 (りょてい)にともにおられます。そして、道 (みち)を導 (みちび)く、道 (みち)しるべをみことばで教 (おし)えてくださいます。ですから、その道 (みち)しるべが私 (わたし)たちの人生 (じんせい)のターニングポイントになるのです。

イエス様 (さま)の伝道 (でんどう)方法 (ほうほう)を聖書 (せいしょ)で確認 (かくにん)してついて行 (い)くように祈 (いの)りましょう。

	
	神様 (かみさま)、イエス様 (さま)の伝道 (でんどう)方法 (ほうほう)を覚 (おぼ)えて、現場 (げんば)で神様 (かみさま)とともにいる奥義 (おくぎ)を味 (あじ)わいますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン





2023.11.07.新しい家族現場働き人訓練3講(E.B.S基礎訓練12課)



	７
（木）
	病 (や)んでいる人 (ひと)を癒 (い)やすことができる教会 (きょうかい)

	
	使19章8～20節　パウロは会堂 (かいどう)に入 (はい)って、三 (さん)か月 (げつ)の間大胆 (あいだだいたん)に語 (かた)り、神 (かみ)の国 (くに)について論 (ろん)じて、人々 (ひとびと)を説得 (せっとく)しようと努 (つと)めた。(8)

	
	現場 (げんば)には霊的 (れいてき)問題 (もんだい)といろいろな精神病 (せいしんびょう)、悪霊 (あくれい)に取 (と)りつかれた病気 (びょうき)が急増 (きゅうぞう)しています。そして、中毒 (ちゅうどく)時代 (じだい)が来 (く)るでしょう。このような問題 (もんだい)は、ただ福音 (ふくいん)によってだけ解決 (かいけつ)することができます。ですから、ただ福音 (ふくいん)だけを伝 (つた)える教会 (きょうかい)に、神様 (かみさま)は無条件 (むじょうけん)に働 (はたら)かれるでしょう。しかし、多 (おお)くの教会 (きょうかい)が、この問題 (もんだい)を癒 (い)やすことができずにいます。それなら、Remnantは何 (なに)を祈 (いの)って、どんな準備 (じゅんび)をすれば良 (よ)いのでしょうか。

１つ目 (め)、刻印 (こくいん)を変 (か)えましょう。刻印 (こくいん)されたとおりに、答 (こた)えが来 (く)るからです。パウロは、マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)にあった力 (ちから)を回復 (かいふく)させました。また、３か月 (げつ)の間 (あいだ)、神 (かみ)の国 (くに)に集中 (しゅうちゅう)しました。その結果 (けっか)、多 (おお)くの病気 (びょうき)が治 (なお)って、弟子 (でし)が起 (お)きました。２つ目 (め)、根 (ね)を癒 (い)やしましょう。根 (ね)を下 (お)ろしたとおり、実 (み)を結 (むす)ぶからです。パウロは２年間 (ねんかん)、講堂 (こうどう)でみことばに集中 (しゅうちゅう)しました。病気 (びょうき)には神様 (かみさま)の大 (おお)きな計画 (けいかく)があるので、絶対 (ぜったい)にあきらめてはなりません。３つ目 (め)、体質 (たいしつ)が変化 (へんか)するように祈 (いの)りましょう。体質 (たいしつ)になったとおり、運命 (うんめい)が変 (か)わるためです。パウロは、魔術師 (まじゅつし)とスケワの息子 (むすこ)と悪霊 (あくれい)に取 (と)りつかれた者 (もの)を癒 (い)やしました。それを見 (み)た多 (おお)くの人 (ひと)が、神様 (かみさま)に恐 (おそ)れを抱 (いだ)いて、あがめるようになり、悔 (く)い改 (あらた)めました。その結果 (けっか)、みことばがさらに力強 (ちからつよ)く広 (ひろ)まりました。

Remnantは一日 (いちにち)に一度 (いちど)でも刻印 (こくいん)、根 (ね)、体質 (たいしつ)を変 (か)える祈 (いの)りをしましょう!


	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)が願 (ねが)われるその働 (はたら)きに用 (もち)いられるように、祈 (いの)りを味 (あじ)わわせてください。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン






2024.03.24.2部



	８
（金）
	荒野 (あらの)の最後 (さいご)の教訓 (きょうくん)

	
	申6章4～9節　私 (わたし)が今日 (きょう)あなたに命 (めい)じるこれらのことばを心 (こころ)にとどめなさい。(6)

	
	神様 (かみさま)は、一週間 (いっしゅうかん)あれば行 (い)くことができる所 (ところ)なのに、イスラエル民族 (みんぞく)に40年 (ねん)も歩 (ある)くようにされました。カナンに入 (はい)る前 (まえ)に、契約 (けいやく)を与 (あた)えて連 (つ)れて行 (い)くためでした。Remnantが荒野 (あらの)で必 (かなら)ず知 (し)る内容 (ないよう)があります。

１つ目 (め)、創世記 (そうせいき)の契約 (けいやく)です。人間 (にんげん)は神 (かみ)のかたちとして創造 (そうぞう)されました。それゆえ、すべての人 (ひと)は神様 (かみさま)を知 (し)って信 (しん)じる必要 (ひつよう)があります。これを知 (し)らず、三 (みっ)つの事件 (じけん)が起 (お)こってわざわいが臨 (のぞ)みました。それを解決 (かいけつ)する方法 (ほうほう)が、創世記 (そうせいき)に記録 (きろく)されています。２つ目 (め)、出 (しゅつ)エジプト記 (き)の契約 (けいやく)です。キリストの契約 (けいやく)を回復 (かいふく)した日 (ひ)、エジプトから出 (で)ました。そして、三 (みっ)つの祭 (まつ)りの奥義 (おくぎ)を味 (あじ)わって、荒野 (あらの)の道 (みち)を行 (い)きました。神様 (かみさま)が契約 (けいやく)の箱 (はこ)と幕屋 (まくや)で、人々 (ひとびと)の生活 (せいかつ)を導 (みちび)かれました。３つ目 (め)、レビ記 (き)で最 (もっと)も重要 (じゅうよう)な内容 (ないよう)は、礼拝 (れいはい)回復 (かいふく)です。４つ目 (め)、民数記 (みんすうき)にはイスラエルの12*部族 (ぶぞく)の人数 (にんずう)を記録 (きろく)しました。その中 (なか)には、重職者 (じゅうしょくしゃ)と残 (のこ)りの者 (もの)Remnantがいます。５つ目 (め)、申命記 (しんめいき)は、今 (いま)まであった、とてもすばらしい神様 (かみさま)の力 (ちから)を次世代 (じせだい)に刻印 (こくいん)、根 (ね)、体質 (たいしつ)になるようにしなさいという内容 (ないよう)が含 (ふく)まれています。

Remnantは創世記 (そうせいき)、出 (しゅつ)エジプト記 (き)、レビ記 (き)、民数記 (みんすうき)、申命記 (しんめいき)を通 (とお)して、神様 (かみさま)がくださる契約 (けいやく)を握 (にぎ)って味 (あじ)わい祈 (いの)りましょう。
*部族 (ぶぞく)：イスラエルの民 (みん)が社会 (しゃかい)を構成 (こうせい)する基本 (きほん)単位 (たんい)を意味 (いみ)します。

	
	神様 (かみさま)、荒野 (あらの)の最後 (さいご)の教訓 (きょうくん)が私 (わたし)のことになりますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン






2024.03.30.レムナント伝道学



	９
（土）
	荒野 (あらの)の弟子 (でし)

	
	ヨシ1章1～9節　あなたの一生 (いっしょう)の間 (あいだ)、だれ一人 (ひとり)としてあなたの前 (まえ)に立 (た)ちはだかる者 (もの)はいない。わたしはモーセとともにいたように、あなたとともにいる。わたしはあなたを見放 (みはな)さず、あなたを見捨 (みす)てない。(5)

	
	Remnantは世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)のために、荒野 (あらの)に行 (い)くときに神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださったみことばを握 (にぎ)って行 (い)きましょう。Remnantが握 (にぎ)って行 (い)くみことばは何 (なん)でしょうか。

１つ目 (め)、ヨシュア1章 (しょう)1～9節 (せつ)です。神様 (かみさま)がヨシュアに、モーセとともにいたように、あなたとともにいるので、恐 (おそ)れてはならない、強 (つよ)く雄々 (おお)しくあれと言 (い)われました。また、すでにその地 (ち)を与 (あた)えたと言 (い)われました。２つ目 (め)、ヨシュア3章 (しょう)1～13節 (せつ)です。紅海 (こうかい)を渡 (わた)って40年 (ねん)も過 (す)ぎたので、神様 (かみさま)の働 (はたら)きを忘 (わす)れることもありました。それゆえ、ヨルダン川 (がわ)を渡 (わた)って、次世代 (じせだい)のために記念碑 (きねんひ)を作 (つく)りなさいと言 (い)われました。３つ目 (め)、ヨシュア6章 (しょう)1～20節 (せつ)です。契約 (けいやく)の箱 (はこ)を担 (かつ)いだ者 (もの)の後 (あと)についてエリコの町 (まち)のまわりを回 (まわ)るとき口 (くち)を開 (ひら)いてはならない、そして、最後 (さいご)の日 (ひ)には、いっせいに大声 (おおごえ)を出 (だ)しなさいと言 (い)われました。不信仰 (ふしんこう)といらないことを言 (い)わないだけでも働 (はたら)きが起 (お)こります。４つ目 (め)、ヨシュア10章 (しょう)10～14節 (せつ)です。連合軍 (れんごうぐん)との戦争 (せんそう)の途中 (とちゅう)で、太陽 (たいよう)と月 (つき)がとどまる空前 (くうぜん)絶後 (ぜつご)の答 (こた)えがありました。５つ目 (め)、ヨシュア14章 (しょう)6～15節 (せつ)です。昔 (むかし)にカナンの地 (ち)に偵察 (ていさつ)に行 (い)って、10人 (にん)の人 (ひと)が入 (はい)ることはできないと言 (い)ったアナク山地 (さんち)に、再 (ふたた)び、到着 (とうちゃく)しました。そのときカレブが「この山地 (さんち)を私 (わたし)に与 (あた)えてください」という信仰 (しんこう)の告白 (こくはく)をしました。

Remnantは、契約 (けいやく)のみことばを握 (にぎ)って朝 (あさ)と昼 (ひる)、夜 (よる)に祈 (いの)りで味 (あじ)わいましょう。

	
	神様 (かみさま)、荒野 (あらの)にだまされないで、神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださったみことば持 (も)って荒野 (あらの)を征服 (せいふく)しますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン





2024.3.30.核心訓練



